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新
学
習
指
導
要
領
の「
主
体
的
・
対
話
的
で
深
い
学
び
」の
実
現
に
向
け
て

集
落
消
滅
の
危
機
を
ど
う
救
う
か
。地
方
の
人

口
減
少
問
題
に
切
り
込
む
プ
ロ
グ
ラ
ム
　
　
　

地
方
か
ら
食
の
安
全
安
心
を
考
え
る
プ
ロ

グ
ラ
ム（
Ｊ
Ａ
連
携
食
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
）　
　

持
続
可
能
性
の
失
わ
れ
た
山
村
集
落（
集
団
離

村
）か
ら
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
を
考
え
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
　

農
家
民
泊
の
受
け
入
れ

軒

「
本
物
の
体
験
」を
提
供

　
今
、
学
校
教
育
現
場
で
は
学
習
指
導
要
領
の
目
指
す

「
主
体
的
・
対
話
的
で
深
い
学
び
」
と
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
を
結
び

付
け
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
呼
応

し
南
信
州
観
光
公
社
は
、
地
域
資
源
を
活
用
し
た
能
動
的

な
学
習
で
深
い
知
識
と
応
用
力
を
身
に
付
け
る
各
種
の
プ

ロ
グ
ラ
ム
を
用
意
し
、
高
い
付
加
価
値
を
目
指
そ
う
と
し

て
い
る
。

　
①
事
前
学
習
　
農
業
生
産
と
農
産
物
の
流
通
経
路
、
価

格
決
定
等
に
つ
い
て
学
ぶ
。

　
②
現
地
で
、
農
産
物
の
生
産
方
法
に
つ
い
て
知
る
。
消

費
者
に
提
供
さ
れ
る
ま
で
の
流
通
や
、
価
格
決
定
の
仕
組

み
な
ど
を
農
家
泊
や
農
業
体
験
を
通
じ
て
学
習
す
る
。

　
③
農
家
や
Ｊ
Ａ
流
通
関
係
者
な
ど
と
の
交
流
や
意
見
交

換
を
図
る
。
食
の
実
態
、
自
分
た
ち
の
食
べ
て
い
る
も
の

が
ど
こ
か
ら
来
て
い
る
の
か
、
輸
入
農
水
産
物
の
多
さ
と

課
題
（
環
境
汚
染
、
乱
獲
に
よ
る
生
態
系
へ
の
悪
影
響
、

生
産
地
の
貧
富
拡
大
、
輸
送
に
か
か
る
費
用
と
二
酸
化
炭

素
排
出
な
ど
）
を
知
る
。

　
④
旬
の
食
材
を
使
う
地
産
地
消
料
理
を
味
わ
い
、
自
然

の
恵
み
と
地
域
固
有
料
理
の
お
い
し
さ
（
食
文
化
）
を
知

る
。

　
⑤
振
り
返
り
　
自
ら
の
食
生
活
の
見
直
し
や
食
糧
生
産

の
重
要
性
を
学
ぶ
。

　
①
事
前
学
習
　
人
口
減
少
の
理
由
に
つ
い
て
、
家
庭
で

家
族
（
両
親
、
祖
父
母
な
ど
）
か
ら
取
材
す
る
。
生
徒
が

能
動
的
に
情
報
収
集
す
る
こ
と
に
意
味
が
あ
る
。

　
②
課
題
発
見
　
人
口
減
少
に
よ
っ
て
生
じ
る
こ
と
を
探

る
。経
済
規
模
の
縮
小
、商
店
の
閉
店
に
よ
る
生
活
維
持
困

難
、交
通
問
題
、医
療
・
介
護
問
題
の
発
生
、
農
林
業
の
担

い
手
の
不
足
、自
然
環
境
の
荒
廃
な
ど
が
見
つ
け
ら
れ
る
。

　
③
実
態
の
把
握
と
課
題
確
認
　
農
業
体
験
、
調
査
学
習

な
ど
を
実
施
。
農
家
泊
に
よ
る
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
や
地
域
お

こ
し
団
体
、
地
域
お
こ
し
協
力
隊
と
の
意
見
交
換
や
交
流

を
行
う
。

　
④
問
題
解
決
学
習
　
こ
の
課
題
を
ど
う
解
決
す
る
か
を

導
く
。
地
方
の
新
た
な
取
り
組
み
と
し
て
は
、
移
住
定
住

促
進
策
、
若
者
の
意
識
の
変
化
（
田
園
回
帰
志
向
）
が
キ

ー
ワ
ー
ド
と
な
る
。

　
⑤
事
後
学
習
と
振
り
返
り
　
教
室
内
で
の
グ
ル
ー
プ
・

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
、
デ
ィ
ベ
ー
ト
、
グ
ル
ー
プ
・
ワ
ー

ク
な
ど
を
行
う
。

　
一
連
の
学
習
に
よ
り
、
地
方
に
は
違
う
環
境
、
違
う
感

性
、
違
う
仕
事
が
あ
る
こ
と
を
知
り
、
自
ら
の
進
路
や
ど

う
生
き
て
い
く
の
か
を
考
え
る
こ
と
に
つ
な
が
る
。

　
①
事
前
学
習
　
伊
那
街
道
と
中
山
道
を
結
ぶ
旧
大
平
街

道
の
宿
場
大
平
宿
の
歴
史
と
民
家
の
構
造
、
そ
し
て
、
林

業
、
薪
炭

し
ん
た
ん

生
産
と
の
か
か
わ
り
を
学
ぶ
。

　
②
大
平
宿
で
は
、
古
民
家
の
生
活
方
法
に
つ
い
て
、

囲
炉
裏

い

ろ

り

、
竈か

ま
ど

、
薪ま

き

風
呂
の
使
用
方
法
に
つ
い
て
知
る
。

　
旧
大
平
宿
古
民
家
宿
泊
に
よ
る
火
を
使
う
原
生
活
体
験

に
よ
り
、自
然
と
人
間
の
距
離
の
近
い
昔
の
生
活
に
学
ぶ
。

　
③
大
平
宿
の
元
居
住
者
か
ら
歴
史
や
当
時
の
生
活
、
集

団
離
村
の
理
由
に
つ
い
て
聞
く
。

　
間
伐
や
枝
打
ち
な
ど
の
林
業
体
験
に
よ
り
、
山
林
の
保

全
管
理
の
実
態
や
林
業
従
事
者
の
減
少
な
ど
に
よ
る
管
理

不
全
の
状
況
や
、
間
伐
の
た
め
の
森
林
を
観
る
視
点
か
ら

の
森
林
管
理
に
つ
い
て
知
る
。
伐
採
は
危
険
が
伴
い
、
決

ま
り
の
遵
守
や
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
、
声
か
け
が
必
須
で
あ
る

こ
と
を
学
ぶ
。

　
④
森
林
の
荒
廃
を
防
ぎ
、
森
林
の
恵
み
を
持
続
可
能
に

す
る
方
法
に
つ
い
て
考
え
る
。

　
⑤
振
り
返
り
　
自
然
と
人
間
の
関
係
、
森
林
の
持
続
可

能
性
か
ら
環
境
問
題
を
学
ぶ
。
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長
野
県
南
信
州
は
、地
域
に
暮
ら
す
人
々
が
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
と
な
っ
て
、

農
家
民
泊
を
中
心
に
農
業
、
自
然
、
地
域
文
化
な
ど
の
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
提

供
し
て
い
る
。
平
成
８
年
か
ら
受
け
入
れ
を
開
始
し
、
体
験
教
育
旅
行
の
豊
富

な
受
け
入
れ
ノ
ウ
ハ
ウ
を
持
つ
。
そ
の
大
き
な
特
徴
は
、
中
学
校
な
ど
の
生
徒

た
ち
を
生
産
の
現
場
、
生
活
の
中
へ
受
け
入
れ
、
こ
れ
ま
で
培
っ
て
き
た
技
術

や
経
験
を
そ
の
ま
ま
体
験
さ
せ
る
「
本
物
の
体
験
」
で
あ
る
こ
と
だ
。
田
舎
を

知
ら
な
い
生
徒
に
と
っ
て
、
こ
こ
南
信
州
で
の
学
び
は
、
日
本
そ
の
も
の
を
深

く
知
る
こ
と
に
も
つ
な
が
る
。

日本最大の谷地形　伊那谷から南アルプスを望む

い
ろ
り
の
里
　
大
平
宿
　
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
学
習
の
最
適
地

梨
、
り
ん
ご
の
出
荷
作
業

乗
馬
（
馬
場
で
の
基
礎
レ
ッ
ス
ン
の
後
、
外
乗
へ
出
掛
け
る
）

入
村
式
（
農
泊
）

　
南
信
州
の
受
け
入
れ
エ
リ

ア
は
、下
伊
那

市
町
村（
飯

田
市
、
松
川
町
、
高
森
町
、

阿
南
町
、大
鹿
村
、豊
丘
村
、

喬
木
村
、泰
阜
村
、下
條
村
、

阿
智
村
、平
谷
村
、根
羽
村
、

売
木
村
、
天
龍
村
）
と
上
伊

那
中
川
村
を
加
え
た

市
町

村
。
延
べ
４
５
０
軒
の
農
家

が
簡
易
宿
所
の
許
可
を
得
て

農
家
民
泊
の
受
け
入
れ
を
実

施
す
る
。
農
家
に
は
地
産
地

消
度
の
高
い
農
家
レ
ス
ト
ラ

ン
も
存
在
し
て
い
る
。

　
受
け
入
れ
農
家
は
単
一
作

目
で
は
な
く
、果
樹
、稲
作
、

野
菜
の
複
合
経
営
が
大
半
。

果
樹
で
は
り
ん
ご
、梨
、桃
、

ぶ
ど
う
、
干
し
柿
な
ど
種
類

が
多
く
、
野
菜
は
葉
物
、
根

菜
、
夏
野
菜
な
ど
の
少
量
多

品
目
に
よ
る
営
農
の
割
合
が

高
い
。
こ
れ
は
中
山
間
地
特

有
の
地
形
に
よ
る
側
面
も
あ

る
。

　
農
家
の
人
た
ち
の
体
験
や

交
流
を
通
じ
て
、
地
域
で
の

生
き
方
を
知
り
、
想
像
し
て

い
た
農
業
や
田
舎
の
暮
ら
し

と
の
違
い
を
感
じ
る
。
さ
ら

に
発
表
会
な
ど
で
各
々
の
経

験
を
共
有
す
る
こ
と
で
、
対

話
的
な
学
び
か
ら
深
い
学
び

へ
と
つ
な
が
る
道
筋
が
見
え

て
く
る
。

　
自
然
も
豊
か
で
、
南
ア
ル

プ
ス
の
３
千
㍍
の
高
地
か
ら

天
竜
川
の
川
面
３
５
０
㍍
ま

で
、
多
様
な
動
植
物
を
見
る

こ
と
が
で
き
る
。
日
本
の
原

風
景
が
広
が
る
遠
山
郷
、
下

伊
那
南
部
・
西
部
で
は
美
し

い
星
空
を
観
察
で
き
る
。

　
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
１
８

８
種
類
を
数
え
、
中
で
も
天

竜
川
で
の
ラ
フ
テ
ィ
ン
グ
は

国
内
最
大
級
の
１
回
に
３
０

０
人
の
実
施
が
可
能
だ
。
フ

ォ
レ
ス
ト
ア
ド
ベ
ン
チ
ャ

ー
、
乗
馬
、
渓
流
釣
り
、
マ

ウ
ン
テ
ン
バ
イ
ク
な
ど
の
本

格
的
な
ア
ウ
ト
ド
ア
ス
ポ
ー

ツ
体
験
、
プ
ロ
の
職
人
に
教

わ
る
陶
芸
や
草
木
染
め
と
い

っ
た
工
芸
体
験
、
地
域
の
食

文
化
に
触
れ
る
そ
ば
打
ち
や

五
平
餅
作
り
な
ど
の
体
験
プ

ロ
グ
ラ
ム
も
そ
ろ
え
て
い

る
。

　「
満
蒙
開
拓
平
和
記
念
館
」

で
は
、
語
り
部
講
話
と
展
示

見
学
に
よ
る
平
和
学
習
も
行

え
る
。

　
温
泉
旅
館
も
数
多
く
あ
る

が
、
「
大
平
宿
」
で
は
旧
民

家
で
い
ろ
り
と
か
ま
ど
を
使

っ
た
昔
な
が
ら
の
生
活
を
体

験
で
き
る
。

　
グ
リ
ー
ン
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
、

農
泊
、
体
験
型
観
光
の
先
進

地
と
し
て
の
高
い
国
内
評
価

を
得
て
い
る
。
「
第
１
回
オ

ー
ラ
イ
！
ニ
ッ
ポ
ン
大
賞
最

優
秀
賞
２
０
０
４
」の
ほ
か
、

「
第
１
回
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム

大
賞
優
秀
賞
２
０
０
５
」

「
ク
ー
ル
ジ
ャ
パ
ン
ア
ワ
ー

ド
２
０
１
７
」
を
受
賞
し
て

い
る
。

　
広
域
で
も
、
お
お
む
ね
１

時
間
程
度
の
移
動
時
間
に
収

ま
り
、
総
合
病
院
も
各
地
区

に
あ
る
。
各
市
町
村
に
は
行

政
担
当
者
や
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
も
い
る
た
め
安
心
し
て

利
用
で
き
る
。

　
南
信
州
ま
で
は
首
都
圏
や

関
西
圏
か
ら
バ
ス
で
３
、
４

時
間
前
後
、
名
古
屋
か
ら
は

１
時
間
半
程
度
。
活
動
時
間

の
確
保
と
旅
行
費
用
の
低
減

化
、
体
調
管
理
面
や
リ
ス
ク

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
面
で
も
優
位

性
が
あ
る
。

　
南
信
州
で
の
教
育
旅
行
に

関
し
て
は
、
南
信
州
観
光
公

社
が
窓
口
と
な
る
。
体
験
、

交
流
、見
学
、宿
泊
、食
事
、

物
産
、土
産
、観
光
、温
泉
、

交
通
な
ど
す
べ
て
一
括
で
対

応
し
て
く
れ
る
の
で
、
安
心

で
便
利
だ
。


